
（様式１）

情
報

情報機器の活用を通じて現代
に必須な能力を育成し、かつ情
報モラルを学ぶことで身近な危
機管理能力を高める。

〇「公共の扉A」で、選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な
　空間における基本的原理を学習する。伝統・文化を学ぶ。また、
　環境保護や生命倫理を学ぶ。
〇「自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たちB」で、
　Ａで身に付けた考え方や基本的原理を活用して、他者と協働しな
　がら主題を追究したり解決したりする。法、政治、経済について学
　ぶ。
〇「持続可能な社会づくりの主体となる私たちC」で身近な諸課題を
　探究して、自分の考えを説明し、論述できるようにする。

地域社会との連携

〇地域の幼・小・中学校等と交流を図る。
〇インターシップを通して、地域農家や
　企業から指導を受け、専門性と社会性
　を高める。
〇晨光祭や各種販売会を通じた地域住
　民との交流を図る。
〇薬物乱用防止講座や交通安全講座な
　どを通して、地域関係機関からの指導
　の連携を図る。
〇部活動やボランティア活動の中で、地
　域と密接に連携した活動を図る。

総
合
的
な
探
究
の
時

間

諸価値についての理解を基に、
自己を見つめ、物事について広
い視野から多面的・多角的に考
え、人間としての生き方につい
ての考えを深める学習を通し
て、道徳的な判断力、心情、実
践意欲と態度を育てる。

専
門

実践的な体験を通し、心豊かな感受性を育む。
農業に対する探究心を培い、農業の大切さや生
命の尊さ、環境への思慮を深める。農業クラブ
などを通して生徒の自主性を助長する。

〇主体的に学習に取り組み、働くことや社会に貢献するこ
　と、自己の将来について適切な情報を収集して考え、意
　思決定していく。
〇規範を理解し行動できる生徒を育てる。

家庭との連携

保
体

運動や健康・安全についての知
識や理解を深め、豊かな生活を
創造していくための態度や実践
力を育成していく。

第３学年 〇面談等を行い、生徒や家庭の状況
を
　把握し、家庭と学校の役割を認識し
て
　、生徒の人間形成を図る。
〇家庭での食、健康に配慮した基本
的
　生活習慣の確立する。
〇保護者の学校行事等への積極的な
　参加協力を要請する。
〇家庭への生徒の学校での様子を
ホー
　ムページ等を使って積極的な情報の
　発信を行う。

自己の価値観や人生観に照らし合わせて就職か進学か
の決定を行う。

芸
術

音楽を愛好する心情を育てると
ともに、音楽に対する感性を豊
かにし、豊かな情操を養う。

外
国
語

英語の学習を通じて、言語や文化
に対する理解を深める。実践的コ
ミュニケーション能力の育成を図り
豊かな人間関係を築く。

公民科

家
庭

進んで生活を工夫し創造
する能力と実践的な態度
を育てる。

公共

各教科・科目 特別活動 生徒指導

国
語

心情を豊かにしながら他者理解
の心の育成とより良い人間関係
を図る。

〇登校指導や毎授業時間の服装
　指導を通して、時間や規則を守
　る等の基本的生活習慣の確立
　を図る集団の一員としての自
　覚を深めさせ、公共心や社会規
　範意識を涵養する。
〇生徒の内面理解を深め、心の触
　れあいを図る中で個性や自主性
　を伸長させる。
〇「交通安全かわら版」を利用し
　て、生徒が交通マナーを遵守し、
　交通事故防止に努める。

ホームルーム活動

地
歴

様々な社会的現象に関心を持
たせ、国家や社会を形成してい
く一員としての基礎的な知識や
考え方を身に付けさせる。

第1学年
〇基本的生活習慣の確立と落ち着いて生活ができる生徒を育
　てる。
〇現在の学習と将来の社会・職業生活とのつながりを考える
　ために、必要な知識及び技能を身に付ける方法を見つける。

数
学

数学の問題を解くなかで、分か
らなかったことが分かったとき、
大きな喜びを感じることを学ぶ。

第２学年

理
科

自然の事物・現象を調べる活動
を通して、生命を尊重し、自然
環境の保全に寄与する態度を
育成する。

保護者の願い 道徳教育重点目標 地域の実態

〇集団生活をとおして、責任感や
　協調性を身に付ける。
〇自己を見つめ、人生を深く考え
　られるようにする。

〇礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言葉遣いができ
　るようにする。
〇生命の尊さを深く理解し、命を大切にする心を育てる。
〇勤労の意義を理解し、勤労奉仕の精神を醸成する。

〇過疎化が進む地域における持続可能な地域社会の形
　成及び地域資源等を活用した地域活力の更なる向上に
　取り組んでいる。
〇観光資源として地域全体の山桜景観の保全や山桜文
　化の醸成などに取り組んでいる。

〇素直で真面目である。
〇基本的生活習慣に欠けたり、集団
　生活に馴染めない生徒がいる。
〇中学校時に不登校等の経歴を持つ
　など、自己肯定感が低い生徒の入学
　が増加している。
〇経済的に納入金が滞る家庭が増え
　ている。
〇日本語を母国語としない生徒も増え
　多様な価値観を持っている。

〇日本国憲法 誠実　　勤労　　協和

〇教育基本法

学校の教育目標
〇学校教育法

〇文武両道の校風の下、全ての教育活動をとおして、教養と豊
かな人
　間性を培い、地域に広く貢献する人間をはぐくむ。

〇高等学校学習指導要領

諸法規 校訓 生徒の実態
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